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社団法人日本プロジェクト産業協議会（JAPIC）事務局 

JAPIC 事務局より､毎週木曜日にウィークリー・レポートとして、活動報告と併せて委員会開催予定な

どをお届けします。 

【今回のトピック】 

◆ 第１回 沿岸漁業復活プロジェクト研究会 開催 

6 月 2９日（水）、沿岸漁業復活プロジェクト研究会の第 1 回研究会を開催した。 

本研究会では、日本国土の地政学的ポテンシャルを活用した新たな成長戦略として、沿岸漁業

再生を位置付け、沿岸域の自然回復に伴う水産資源の向上により、沿岸漁業を復活させ、減少傾

向にある漁業従事者の増加・食用魚介類自給率向上を図り、地域の産業振興及び雇用創出を目指

している。 

当日の研究会には、省庁、地方公共団体、大学、民間企業など約 70 名の参加があり、研究会

の冒頭、同会主査の多部田茂氏（東京大学大学院新領域創生科学研究科准教授）から、研究会活

動趣旨についての説明に引き続き、パシフィックコンサルタンツ(株)環境・エネルギー技術本部 

地球環境研究所の水野芳博主任研究員より「CO2 固定化 WG の取組方針案」について、水産庁の

柄澤彰漁政部長より「水産を巡る状況と課題」について、㈱鈴廣蒲鉾本店の鈴木悌介代表取締役

副社長より「かまぼこ産業の現状と地域興し」についてご講演頂いた。 

講演会を受け、水産業の 6 次産業化、生物多様性、資源管理、漁業にとっての地産池消の意義、

CO2 固定化のための藻場再生等、研究会委員間で幅広く活発な議論が行われた。 

今後は、全体会を月２回程度開催し、研究会にてテーマや課題の抽出を行い、10 月から沿岸漁

業復活 WG および CO2 固定化 WG の活動を開始、今年度末には提言をまとめる。 

次回、第 2 回研究会は、7 月 14 日（水）を予定している。 

 

以上 


